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ＭＳＤ Ｍ Ｄ ＭＳ ＭＳＤ
1〆鬼ごっこが楽しかったか
2．全力で走ることが出来たか
ａ鬼から上手に逃げることが出来たか
４．鬼になった時、上手に捕まえることが出来たか※
鬼ごっこに対する有能感因子
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13.8±１．８
5．先生も一緒に鬼ごっこをしていると感じたか
6．先生が自分を応援してくれていると感じたか
7．先生の声かけのおかげで頑張れたと思うか
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先生に対する受容感因子
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面Ⅱの項目6の平均点が大きく低下している要
因についてビデオ撮影や自然観察の結果から明
らかにしようと試みたが、明らかにすることは
出来なかった。
予想通りの結果が得られた有意差について、
さらに詳しく見てみると、場面Ⅳにおいて保育
者から積極的に名前を呼んでの言葉がけを受け
ていた幼児の受容感が他の場面と比べて大きく
高まっているという結果を得ることが出来た。
このことから、名前を呼んで言葉がけを行うこ
とは、「先生は自分に言っているんだ」と言葉が
けされた幼児が感じやすく、全体への言葉がけ
の時よりも耳を傾け、しっかりと聞こうという
姿勢になり、保育者の言葉がけが幼児の心に伝
わりやすいということが予想される。
今回のテストより、予想通りの結果はいくつ
か得ることが出来たが、受容感全体ではｔ検定
より有意差を得ることが出来なかった。この理
由として、ビデオ撮影や自然観察をもとに予想
すると、鬼ごっこのような多くの幼児が騒ぎな
がら激しく動き回る状況下では、保育者の言葉
がけがしっかりと伝わりにくい時もあることや、
言葉がけを受けた時は先生に対する受容感を感
じていたとしても、何分か経つと受容感が薄
まってしまう場合があること、そして今回テス
トをして明らかとなったテスト方法に関する問
題点などが挙げられるのではないだろうか。
身の発育・発達において、保育者の言葉がけが
とても重要な役割を担っていると考えられる。
また、本研究に協力していただいた保育者は、
その時の状況や幼児の発言、表情、行動を素早
く判断し、その場に適した言葉がけを行ってい
た。上述したように、杉村・桐山は、保育者の
言葉がけ方法には意図的方法と受容的方法があ
ることを示しているが、本研究の保育者の言葉
がけ内容の分析から、鬼ごっこという多くの幼
児が騒ぎながら激しく動き回る場で、幼児全体
や－人ひとりに言葉がけを行う場合には、保育
者の言葉がけカテゴリー①～⑤、つまり意図的
方法の言葉がけが、幼児の行動を活発にさせた
り、鬼ごっこという遊びを充実させるのに有効
的であり、トラブル時(例えば転んで泣いてい
る子に言葉がけを行う場合)には、意図的方法
を用いて、保育者の思いを一方的に伝えたり、
導いたりするのではなく、保育者の言葉がけカ
テゴリー⑥～⑨の受容的方法も取り入れながら、
幼児の気持ちを落ち着かせ、先生に対する受容
感を高めた上で、間接的に誘いかける③非指示
的リード等を用いることが適しているというこ
とが分かった。
そして、ビデオ撮影や自然観察の結果から、
言葉がけの内容や状況によって、声の大きさや
トーン、表情や目線の高さなどを変えることが
必要であり、このことが保育者の言葉がけが幼
児の心にしっかりと伝わる大きな要素なのでは
ないかと感じた。４．まとめ
本研究では、鬼ごっこ時において保育者の言
葉がけが幼児の運動量や鬼ごっこに対する有能
感、先生に対する受容感に与える影響について
明らかにしようと試みた。測定対象児全体の運
動量や有能感、受容感得点の平均値は、保育者
の言葉がけ場面がＩからⅣへ移ることに伴って、
有意に高まるという結果は得ることが出来な
かったが、ビデオ撮影や自然観察から幼児一人
ひとりを見た場合、保育者の言葉がけが幼児の
気持ちや表情、行動などに影響を与えている場
面が多々見受けられ、このことから子どもの心
５．今後の課題
本研究は事例研究であり、保育者の言葉がけ
が幼児の運動量や有能感、受容感に及ぼす影響
について一般化出来たとは言えない。特に、保
育には決まった型が無いこともあり、保育者の
態度（言葉がけ内容等）には大きな個人差があ
り、また、幼児一人ひとりにも違った個人特性
がある。今回は、本実験に協力していただいた
保育者の保育観や普段の言葉がけの特性、幼児
一人ひとりの個人特性をしっかり押さえること
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が出来ておらず、その上での比較検討である。
また、実験を行うことで明らかとなった運動量
の測定や有能感、受容感テストの方法にもいく
つかの問題点をふまえ、実験方法については今
後見直す必要がある。
しかし、本研究では様々な事例から保育者の
どのような言葉がけ内容や態度が、幼児にどの
ような影響を及ぼすかを学ぶことが出来、今後
幼児教育の研究を進めていく上でとても貴重な
経験となった。今回の研究で学んだことを生か
しながら、今後は、幼児の個人特性に着目した
保育者の言葉がけの影響についての研究や、保
育者の言葉がけに対する子どもの反応に重点を
おいた研究なども行ってみたいと思った。
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